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１１. . 新総合計画策定における市民参画の考え方新総合計画策定における市民参画の考え方

１

【【地域経営と一体となった自治体行政経営地域経営と一体となった自治体行政経営】】

新総合計画の策定プロセスでは、過去の実

 
績を踏まえ、市政への市民の関わりを更に一

 
歩進めるべく、50年後、100年後を見据えた地

 
域モデルの構築を念頭に、市民の全面的な

 
参画を仰ぎ、市民と行政のコラボレーションの

 
土台づくりを行うものとする。

この土台づくりは、市民自身が、地域の様々

 
な社会的活動や公共サービスの担い手として

 
力を発揮し、行政は、市民の最良のパート

 
ナーとして地域の現場に関わり、それぞれの

 
応分の役割分担で地域運営を行っていく「持

 
続可能な市民自治」の実践を促すものとなる。

新総合計画策定基本方針
「市民参画の基本的な考え方」

新総合計画策定基本方針新総合計画策定基本方針
「市民参画の基本的な考え方」「市民参画の基本的な考え方」

ビジョン策定

・基本理念、地域が目指したい方向
・地域が備えるべき水準の設定
・地域としてのグランドデザイン

ビジョン策定ビジョン策定

・基本理念、地域が目指したい方向
・地域が備えるべき水準の設定
・地域としてのグランドデザイン

戦略的な施策・事業展開

ヨコ割のシナリオヨコ割のシナリオヨコ割のシナリオ

多様な主体による協働多様な主体による協働多様な主体による協働

役割分担の明確化

テーマ型
プラット
フォーム

テーマ型テーマ型
プラットプラット
フォームフォーム

地域
プラット
フォーム

地域地域
プラットプラット
フォームフォーム

政策立案

事務執行

政策立案政策立案

事務執行事務執行

自治体経営自治体経営

地域経営地域経営

相互
作用

※多様な主体による地域づくり戦略研究会「地域からの日本再生シナリオ（試論）」Ｐ42を

 

参考に加筆修正

【【想定される市民参画手法想定される市民参画手法】】

市民討議会の設置市民討議会の設置市民討議会の設置

市民意向の把握市民意向の把握市民意向の把握

市民との対話市民との対話市民との対話

意見・提言募集意見・提言募集意見・提言募集

総合計画審議会総合計画審議会



２２. . 新総合計画策定プロセスにおける市民参画（フロー）新総合計画策定プロセスにおける市民参画（フロー）

２

基本方針基本方針 骨子案骨子案 試試 案案 素素 案案 案案

H21.03 H22.03 H22.06 H22.12

地域別計画地域別計画

試案試案
地域別計画地域別計画

素案素案

H21.09 H22.03

データ集データ集

地域プラットフォーム
（地域まちづくり検討委員会）

地域プラットフォーム地域プラットフォーム
（地域まちづくり検討委員会）（地域まちづくり検討委員会）

各種市民団体各種市民団体

提言書提言書

H21.08

市民討議会市民討議会

討議討議結果結果

H21.12
テーマ型プラットフォーム

（おだわらTRYフォーラム）

テーマ型プラットフォームテーマ型プラットフォーム
（おだわら（おだわらTRYTRYフォーラム）フォーラム）

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄｱﾝｹｰﾄ調査ｱﾝｹｰﾄ調査ｱﾝｹｰﾄ調査 総合計画審議会総合計画審議会総合計画審議会

地域内対話地域内対話地域内対話

意見募集意見募集意見募集

市民討議会ﾒｰﾙ登録者

ﾌｫｰﾗﾑ開催ﾌｫｰﾗﾑ開催ﾌｫｰﾗﾑ開催

実施計画実施計画

事業仕分け事業仕分け



３３. . 新総合計画策定プロセスにおける市民参画（計画への反映）新総合計画策定プロセスにおける市民参画（計画への反映）

３

まちづくりの目標まちづくりの目標

政策政策

施策施策

詳細施策詳細施策

((事務事務))事業事業

基本理念・将来像基本理念・将来像

基
本
構
想

基
本
計
画

実
施
計
画

「持続可能な市民自治のまち」「持続可能な市民自治のまち」「持続可能な市民自治のまち」

①いのちを大切にする小田原へ
「生活の安全・安心・充実を最優先する。」

②希望と活力あふれる小田原を
「地場産力と市民力で、まちを元気にする。」

③市民が主役の小田原に
「市民の声と願いを実現する市政をつくる。」

①いのちを大切にする小田原へ①いのちを大切にする小田原へ
「生活の安全・安心・充実を最優先する。」「生活の安全・安心・充実を最優先する。」

②希望と活力あふれる小田原を②希望と活力あふれる小田原を
「地場産力と市民力で、まちを元気にする。」「地場産力と市民力で、まちを元気にする。」

③市民が主役の小田原に③市民が主役の小田原に
「市民の声と願いを実現する市政をつくる。」「市民の声と願いを実現する市政をつくる。」

①市民の力を生かす市政
②まちづくり
③地域経済
④医療と福祉
⑤暮らしと防災・防犯
⑥教育と文化
⑦自然環境
⑧行財政改革

①市民の力を生かす市政①市民の力を生かす市政
②まちづくり②まちづくり
③地域経済③地域経済
④医療と福祉④医療と福祉
⑤暮らしと防災・防犯⑤暮らしと防災・防犯
⑥教育と文化⑥教育と文化
⑦自然環境⑦自然環境
⑧行財政改革⑧行財政改革

ｱﾝｹｰﾄ結果ｱﾝｹｰﾄ結果

各種市民団体各種市民団体

提言書提言書

市民討議会市民討議会

討議結果討議結果

地域別計画地域別計画

試案・素案試案・素案
地域別計画地域別計画

骨子案骨子案

作成調書作成調書

対話集会対話集会対話集会

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ｺﾒﾝﾄ

意見募集意見募集意見募集

ﾌｫｰﾗﾑでの意見ﾌｫｰﾗﾑでの意見ﾌｫｰﾗﾑでの意見

総合計画審議会総合計画審議会総合計画審議会
（事務）事業
を除く全て



地域プラットフォーム（地域まちづくり検討委員会）地域プラットフォーム（地域まちづくり検討委員会）

自治会連合会の区域（25地区）

 
に、「地域まちづくり検討委員

 
会」を組織し、平成21年度に、

 
新総合計画の地域別計画を策

 
定します。



行行

 
政政

参画人数：２００名
参画内訳：無作為抽出
参画対価：日当として支給

各種市民団体各種市民団体
ＮＰＯＮＰＯ

 
等等

市市

 
民民

（無作為抽出による）（無作為抽出による）

５５. . テーマ型プラットフォーム（おだわらテーマ型プラットフォーム（おだわらTRYTRYフォーラム）フォーラム）

活動状況、現場の課題
市民生活の視点からの提言等

提言書提言書

①情報提供①情報提供

②提言書提出②提言書提出

③情報提供③情報提供
（プレゼン）（プレゼン）

③情報提供③情報提供
（レクチャー）（レクチャー）

④討議結果④討議結果

試案試案

検討手法：プラーヌンクスツェレの活用
（１日３テーマを検討）

検討期間：２ヶ月（実質参画日数：４日）
班構成等：９班（各２０人程度）
テーマ 数：６５（各班７テーマ＋全体２テーマ）

STEP １STEP STEP １１

各分野市民団体等に行政か

 
ら計画骨子案やﾃﾞｰﾀ集等を

 
提供し、提言書を提出してい

 
だく。提言書の内容は、活動

 
状況・現場の課題、骨子案に

 
対する提言等。

STEP ２STEP STEP ２２

市民討議会に行政から計画

 
骨子案やデータ集等をレク

 
チャーするとともに、各分野

 
市民団体から提言書をベー

 
スにプレゼンテーションしてい

 
ただく。

STEP ３STEP STEP ３３

市民討議会の各班において、

 
得られた情報を元に、プラー

 
ヌンクスツェレの手法を活用

 
し、施策について討議する。

 
結果を行政、各分野市民団

 
体に提示。

STEP ４STEP STEP ４４

提言書および対話結果を計

 
画試案に反映し、広く市民意

 
見を募集（パブリック・コメン

 
ト）する。

５

提言書の内容及び市民等議会の
結果を新たな総合計画試案に
最大限反映

･･･①②･･･①② ･･･③･･･③ ･･･④･･･④ ･･･⑤･･･⑤

⑤情報提供⑤情報提供
（討議結果）（討議結果）

市民討議会市民討議会

政策提言政策提言



６６..アンケート調査・データ集作成アンケート調査・データ集作成

６

アンケート調査の概要アンケート調査の概要アンケート調査の概要

目的目的
新総合計画へ市民意向を反映するため、市民が抱

 
く「小田原のイメージ」や「小田原の望ましい姿」等に

 
ついて把握し、骨子案に反映する。

方法方法

サンプル数（目標数：1,000）の確保と世代の偏りを

 
防ぐため、無作為抽出・郵送による方法は取らず、

 
学校・各種団体を対象として配布・回収する。加えて

 
公共施設にもアンケート用紙を置く。

【想定対象】

・中学生・高校生（10代）、

・短大・大学生（10～20代）

・幼稚園・保育園保護者（20～30代）

・小中学校PTA（20～40代）

・消防団（30～40代）

・市内企業（40～60代）

・自治会（50～70代）

・老人クラブ（60代～）

時期時期 平成20年秋頃（H21.4.1号広報、HPに掲載）

設問設問

○性別/年齢/居住年（市外居住の有無）

○小田原の都市イメージ

○10～20年後の小田原の都市像

○小田原の魅力・誇れる点

○小田原のまちづくりの課題・改善点

○地域活動への参加意向/活動領域

データ集作成の概要データ集作成の概要データ集作成の概要

目的目的

新総合計画の基礎条件について所管課と連携して

 
整理するとともに、市民参画による計画試案作成の

 
ベースデータを、既存の各種統計資料等をもとに整

 
理し、市民に提示する。

概要概要

【計画の基礎条件】

・人口推計･･･企画

・中長期財政見通し･･･企画、財政

・土地利用方針･･･企画、都市部

【施策立案のデータ集】

これまでの計画策定においては、庁内検討用を意

 
図して各種データの整理を行ってきたが、今回は、

 
本格的な市民参画とするため、データ集を市民参画

 
の「インフラ」として捉え、各種データを整理し、庁内、

 
市民が活用する。また、今回は、地域別計画を策定

 
することから、地域毎のデータについても整理する。

・各種統計資料の整理（体系化・地域別）

・施策展開の概要

・ベンチマークとして類似都市比較

時期時期 平成21年度

備考備考

【参考】

・三鷹市「三鷹を考える論点データ集」

・福井市「比べジョーズ（自治体ベンチマークシステム）」



【【参考資料参考資料】】プラーヌンクスツェレプラーヌンクスツェレ

７

プラーヌンクスツェレ（市民討議会）の流れプラーヌンクプラーヌンクススツェレ（市民討議会）の流れツェレ（市民討議会）の流れ

１．話し合いへの参加者を無作為抽出で選ぶ。
２．参加者に謝礼を払う。
３．１グループ５人（通常５グループ２５人）に分けて参加者だけで話し

 
合いを行い、全体で投票を行う。（１日３コマ、５日間で１５コマ）
４．各話し合いの前に現状や課題などの情報提供を行う。

プラーヌンクスツェレとは？プラーヌンクスツェレとは？プラーヌンクスツェレとは？

説説

 

明明

自己紹介自己紹介

係の決定係の決定

自由な意見交換自由な意見交換

付箋への記入・貼付付箋への記入・貼付

まとめ作業まとめ作業
（意見をまとめ、書き出す）

発発

 

表表

投投

 

票票

5050分分

1010分分

5050分分

1515

1515

2020

情報提供情報提供
（行政・市民団体等）（行政・市民団体等）5050分分

【対話の流れ】

○今までの公募による会議と異なり、無作為抽出により参加者を募る

 
ことが最大の特徴。
○他の参加者の意見を十分聞き、お互いを尊重して合意形成が可能

 
となり、利益誘導や専門家の意見に偏った形にはならない。
○サイレントマジョリティーと呼ばれる一般の市民の声なき声を抽出で

 
きる方法として有効。
○プラーヌンクスツェレ（市民討議会）の参加者が、開催後に地域社会

 
に対する参加

 

意識が高まる点も評価される。
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